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同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
を
ご
健
勝
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
同
窓
会
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
母
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
変

化
な
ど
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ
り
、
家
庭
は
安
ら

ぎ
の
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、
心
豊
か
に
、

他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
や
社
会
的
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
、
健
康
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
窓
会
活
動
を
通
し
て
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
及
び

向
上
を
図
り
、
母
校
の
教
育
事
業
を
支
援
す

る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、

お
互
い
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
し
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、副
会
長
と
し
て
、公
平
公
正
を
旨
と
し
、

開
か
れ
た
同
窓
会
運
営
に
努
め
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
は
、
今
後
と
も
母
校
な
ら
び
に
同
窓
会

に
対
し
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

と
笑
顔
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
報
に
も
お
目
通
し
い
た
だ

き
、
ご
意
見
や
ご
叱
咤
を
賜
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
今
年
度
よ
り
着
任
し
ま
し
た
長
田
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
十
人
の
先
生
方
が

新
た
に
チ
ー
ム
黒
高
に
加
わ
り
ま
し
た
。
我
々

教
職
員
一
同
、
生
徒
の
た
め
学
校
の
た
め
に
精

一
杯
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
創
立
以
来
、
校
訓
「
公
正
・

友
愛
・
開
拓
」
の
黒
高
３
Ｆ
精
神
の
も
と
、

人
間
性
に
富
み
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
切
な

人
財
の
育
成
を
目
指
し
様
々
な
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
は
、
昭
和

二
十
四
年
の
同
窓
会
発
足
以
来
、
常
に
本
校

教
育
活
動
を
温
か
く
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
普
通
科
七
十
二
人
、

機
械
科
二
十
七
人
、
電
子
工
学
科
二
十
三
人
、

環
境
技
術
科
十
一
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
三

百
八
十
三
人
の
全
校
生
徒
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
校
で
の
高
校
生
活
に
お
い
て
、
学

習
活
動
だ
け
で
は
な
く
生
徒
会
や
学
校
行
事
、

部
活
動
、
地
域
連
携
活
動
及
び
資
格
取
得
な

ど
と
い
っ
た
様
々
な
経
験
を
と
お
し
て
、
単

に
知
識
や
技
能
・
技
術
を
習
得
す
る
に
留
ま

ら
ず
、
時
代
を
担
う
魅
力
あ
る
人
間
へ
と
成

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
徒
の
活
動
状
況
と
し
て
、
全
国
高
等
学

校
文
化
連
盟
（
全
国
高
文
連
）
第
四
十
回
全

国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
俳
句
部
門
入

選
、
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
溶
接

部
門
東
北
大
会
出
場
、
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
大
会
２
０
２
５
決
勝
全
国
大
会
出
場
な
ど
、

各
部
等
に
お
い
て
生
徒
達
は
活
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
他
に
、
地
域
貢
献
型
活
動
と

し
て
、
ト
ヨ
タ
東
日
本
と
の
小
学
生
対
象
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
、大
和
町
と
の
橋
梁
点
検
、

ま
ほ
ろ
ば
夏
ま
つ
り
出
展
、
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
和
町
議
会
と
の
ま

ち
づ
く
り
企
画
、
環
境
技
術
科
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
生
徒

達
は
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
全
て
の
問
題
を
学
校

や
教
育
行
政
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
様

な
生
徒
を
誰
一
人
と
も
取
り
残
す
こ
と
が
な

い
よ
う
地
域
社
会
と
連
携
・
協
働
し
、
生
徒

と
地
域
社
会
が
つ
な
が
っ
た
課
題
発
見
解
決

型
学
習
等
の
探
究
的
な
学
び
な
ど
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
情
報
を

集
め
選
択
し
、
知
識
を
活
用
し
、
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
を
見
つ
け
た
り
、

資
質
を
伸
ば
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
本
校
教
育
活
動
へ
の
御
理
解
、
御
協

力
及
び
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の

御
隆
盛
、
並
び
に
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご 

挨 

拶

黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
副
会
長
　
小
川

　弘
吉

　
令
和
八
年
度
は
、
六
月
に
拡
大
役
員
会
、
七
月
最
終
土
曜
日
に
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
黒
川
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
同
窓
会

の
欄
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓
会
報
に
つ
い
て
は
、
そ

ち
ら
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
は
各
支
部
の
中
で
配
付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
住
所
等
を
登
録
し
な
い
会
員
も

お
り
、
各
支
部
で
会
報
の
配
付
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
自
宅

へ
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
送
料
百
十
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返

信
用
封
筒
を
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
級
会
開
催
の
案
内

（
日
程
・
問
い
合
わ
せ
先
等
）
や
同
級
会
の
報
告
、
叙
勲
の
情
報
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
様
式
は
不
問
で
す

◉「
氏
名
、
卒
業
年
、
住
所
、
電
話
、
掲
載
し 

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

◉
連
絡
方
法
…
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◉
連
絡
先
…
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会
　
事
務
局
長
　
勝
部
　
宏
明

　 

〒
九
八
一‒

三
六
八
五
　
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
柴
崎
六
二

【
電
　
話
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
一

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
二

事
務
局
　
三 

浦
　
　
葵

　
事
務
局
と
し
て
こ
の
後
も
よ
り
読
み
や

す
い
紙
面
の
作
成
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
報
に
つ
い

て
ご
要
望
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
支
部
の
様
子

だ
け
で
な
く
、
同
級
会
の
お
知
ら
せ
や
、

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和六年度の教職員の異動

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

同
窓
会
報
の
配
付
方
法
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

ご 

挨 

拶校 

長
　
長
田

　晃
明

編
集
を
終
え
て

転
出
職
員
（
職
・
氏
名
・
異
動
先
）

校
　
　長

　遠
藤
　俊
樹
（
退
　
　
　
　職
）

教
　
　頭

　熊
谷
　
　崇
（
県
第
二
工
業
高
）

教
　
　諭

　梶
原
雄
一
郎
（
富
　 谷 

　高
）

教
　
　諭

　松
平
恵
美
子
（
泉
　
　
　
　高
）

教
　
　諭

　村
上
　
　誠（
県 

工 

業 

高
）

教
　
　諭

　持
立
　由
奈（
名 

取 

北 

高
）

実
習
講
師

　鈴
木
　庸
明（
古
川
工
業
高
）

主
任
主
査

　佐
尾
　恭
子（
県 

図 

書 

館
）

事
務
次
長

　小
野
寺
　愛
（
広
　 瀬
　 高
）

主
　
　事

　清
野
　純
平（
県 

教 

育 

庁
）

転
入
職
員
（
職
・
氏
名
・
前
任
校
）

校
　
　長
　長
田
　晃
明

（
総
務
部
私
学
・
公
益
法
人
課
）

主
幹
教
諭
　八
島
　俊
直
（
仙
台
三
桜
高
）

教
　
　諭

　天
野
　綾
子（
宮
城
第
一
高
）

教
　
　諭

　早
坂
　和
真
（
迫
　 桜
　 高
）

教
　
　諭

　伊
藤
　拓
馬（
新 

規 

採 

用
）

実
習
講
師

　澁
谷
　克
彦（

登
米
総
合
産
業
高
）

事
務
次
長

　佐
々
木
英
樹
（
富
　 谷
　 高
）

主
　
　幹

　渡
邊
　い
と
（
泉
　
　
　
　高
）
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２９

㈠
　令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　
　収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡
　令
和
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　
　収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢
　そ
の
他

会
　
　長 

山
路
　義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

瀬
戸
　啓
一

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

小
川
　弘
吉

 

（
Ｓ
五
四
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　事 

渡
辺
　政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　事 

庄
司
　正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　事 

浅
野
　芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　問 

藤
倉
　知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　問 

本
郷
　貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

市
川
　敬
行 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

遠
藤
　俊
樹 （
元
校
長
）

参
　
　与 

長
田
　晃
明 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

勝
部
　宏
明 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　葵 （
教
職
員
）

◆
東
京
同
窓
会 

◆
仙
台
支
部

◆
落
合
支
部 

◆
吉
岡
支
部

◆
大
衡
支
部 

◆
吉
田
支
部

◆
宮
床
支
部 

◆
粕
川
支
部

◆
富
谷
支
部
　◆
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◆
大
谷
支
部 

◆
利
府
支
部

◆
大
松
沢
支
部 

◆
松
島
支
部

◆
鶴
巣
支
部 

◆
栃
木
県
人
会

　七
月
二
十
六
日
㈯
午
前
十
一
時
よ
り
町
内

の
遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同
窓
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
よ
り
長
田
晃
明
校
長
、

佐
々
木
寛
征
教
頭
、
佐
々
木
美
幸
事
務
室
長

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　始
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
長
田
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況

報
告
を
兼
ね
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
則
に
従
っ
て
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
よ
り
令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

も
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
親
会
は
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

進
み
、
昔
懐
か
し
い
学
生
時
代
の
話
題
や
黒

川
地
域
の
最
近
の
変
化
、
さ
ら
に
は
後
輩
達

の
活
躍
の
話
題
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後

は
、
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

４月８日㈪
６月14日㈮
６月15日㈯
６月16日㈰
７月27日㈯

 ８月27日㈫
９月７日㈯
11月16日㈯

11月30日㈯

12月７日㈯

２月28日㈮
　３月１日㈯

３月26日㈬

入学式
学校助成（陸上部東北大会出場）
評議員会
落合支部総会
同窓会総会
吉田支部環境整備
多賀城・七ヶ浜支部総会
仙台支部総会
東京同窓会総会
学校助成（高校生ロボット相撲
全国大会出場）
学校助成（全日本ロボット相撲
全国大会出場）
同窓会入会式，支部長会議
卒業式
同窓会報　第68号発行
監査・役員会

黒川高校　体育館
福島とうほう・みんなのスタジアム
同窓会館
遠藤旅館
遠藤旅館
舘山公園
多賀城市中央公民館会議室
ホテル白萩
上野　翠鳳

ビッグパレット福島

東京両国国技館

黒川高校　体育館、同窓会館
黒川高校　体育館
2,200部印刷（中村印刷）
黒川高校 同窓会館

１　会　　　費
　

１）終身会費

２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費
　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

826,000

826,000

648,122
878

1,475,000

760,000

760,000

648,122
154

1,408,276

△ 66,000

△ 66,000

0
△ 724

△ 66,724

@2,000×415名（１名未納）
 R5 分 3,000×１名                        
転学者返金代
@３年 8,000×５名
@２年 5,000×５名
@１年 2,000×３名

利息

300,000
120,000
180,000
80,000
50,000
30,000
780,000
250,000
280,000
10,000
240,000

200,000
120,000
80,000
5,110

0
100,000
9,890

1,475,000

81,148
34,432
46,716
15,412
4,704
10,708
351,878
140,000
141,178
7,700
63,000

126,985
110,985
16,000
6,000

0
100,000

0
681,423

△ 218,852
△ 85,568
△ 133,284
△ 64,588
△ 45,296
△ 19,292
△ 428,122
△ 110,000
△ 138,822
△ 2,300

△177,000

△ 73,015
△ 9,015
△ 64,000

890
0
0

△ 9,890
△ 793,577

ハガキ、送料、事務用品他
役員、事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行、郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (3)、陸上東
北大会、ロボット全国大会助成

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】1,408,276－【支出合計】681,423＝【差引残額】726,853
（次年度へ繰り越し）

【令和７年度　収支予算書（案）】

【令和６年度　収支決算報告書】　

【令和６年度　同窓会事業報告】

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

令和６年度（昨年度） 令和７年度（令和８年１月13日現在）

■過去２年間の進路状況

■主な進路先

就 職
66

4

94.3

公 務 員
６

0

100

大学・短大
15

0

100

専門学校
18

0

100

そ の 他
2

2

50

合 計
107

6

94.7

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

公務員合格者数（延べ人数）

1
1
4
6

宮城県警察
大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生

合　計

職　種 計

卒 業 生 の 進 路 状 況

就 職
92

0

100

公 務 員
3

0

100

大学・短大
16

0

100

専門学校
38

0

100

そ の 他
0

2

0

合 計
149

2

99

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

専修・各種学校合格者数（延べ人数）

仙台リハビリテーション専門学校
仙台スイーツ＆カフェ専門学校
SENDAI中央理美容専門学校
仙台大原簿記情報公務員専門学校
専門学校東北動物看護学院
仙台ECO動物海洋専門学校
仙台ビューティーアート専門学校
仙台理美容専門学校
仙台医健スポーツ専門学校

県

　内

計専修・各種学校
1
2
1
1
2
2
2
2
3
16合　計

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

小野光商事株式会社
株式会社SEALs
株式会社インテライズ

1
2
1
4
66

縁
　故

令和七年度 同窓会総会

収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引

※ただし科目間の流用を認めるものとする
1,493,000 1,493,000 0

（単位：円）

1
1

宮城県立仙台高等技術専門校
合　計

大学校・高等技術専門校 計
大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

県
　内

1
1

1

1

1

1
6
1
1

東北大蔵電気 株式会社
アイリスオーヤマ 株式会社 
株式会社 王将フードサービス 
(餃子の王将) 
株式会社 パンセ
アルプスアルパイン株式会社 
仙台開発センター (古川) 
株式会社 薬王堂

セントラル警備保障株式会社
県 内 計

県 外 計
県
外

仙 台 計

仙

　台

株式会社 仙台村田製作所 
株式会社 ヒメノ
東北発電工業 株式会社
東北電力ネットワーク 株式会社
株式会社 三浦組
医療法人 明徳会
青葉デンタルクリニック
株式会社 紀生
株式会社 利久
西濃運輸 株式会社 仙台支店
日本ファインセラミックス 
株式会社
仙台臨海鉄道株式会社
TOPPANパッケージ
プロダクツ株式会社仙台工場
仙台ガスサービス株式会社

2
1
1
1
1

1

1
1
1

3

1

1

1
16

事 業 所 名 計就職内定者数（実数）

株式会社 コバヤシ 東北工場
株式会社 イズミテクノ
トヨタバッテリー株式会社 宮城工場
日本テクノカーボン 株式会社
ラクダ運輸 株式会社
トヨタ紡織東北 株式会社
株式会社ワイ·デー ·ケー 宮城工場
株式会社 キタセキ
公益財団法人 宮城県環境事業公社
グローテック株式会社
ワールド開発工業 株式会社 
仙台営業所
白石食品工業株式会社 仙台工場
株式会社 信和
山田車体工業 株式会社 仙台工場
トヨタ自動車東日本 株式会社
トーカロ 株式会社
アイシン高丘東北 株式会社
仙台小林製薬 株式会社
株式会社 バイタルネット
宮城物流センター
スズデン株式会社
宮城建設工業 株式会社 富谷支店
ＣＫＤ 株式会社
株式会社 Ｃ＆Ｄ
JU宮城 宮城県中古自動車販売
商工組合
株式会社 ササキ 宮城本部
社会福祉法人　みんなの輪
諸星運輸株式会社

事 業 所 名

管

　内

管  内  計

2
2
2
1
1
1
2
1
1
1

1

2
1
2
4
1
1
1

1

1
2
2
1

1

2
1
1
39

計

令和8年（2026年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和8年（2026年）３月1日発行

看護系学校合格者数（延べ人数）

葵会仙台看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

合　計
1
1

大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北福祉大学
仙台大学
宮城学院女子大学
東北工業大学 
石巻専修大学
國學院大學

大　学

県

　内

計

合　計

3
1
1
1
2
1
1
10

県
外

合　計
県
外

2
1
1
1
5

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学
仙台青葉学院短期大学
福島学院大学短期大学

県   

内

計短 期 大 学 等
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岡
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て
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。
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生
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さ
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の
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な
ど
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尽
き
る
こ
と
な
く
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に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懇
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の
最
後

は
、
母
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の
益
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発
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を
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な
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ま
し
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。

４月８日㈪
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６月16日㈰
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９月７日㈯
11月16日㈯

11月30日㈯

12月７日㈯

２月28日㈮
　３月１日㈯

３月26日㈬

入学式
学校助成（陸上部東北大会出場）
評議員会
落合支部総会
同窓会総会
吉田支部環境整備
多賀城・七ヶ浜支部総会
仙台支部総会
東京同窓会総会
学校助成（高校生ロボット相撲
全国大会出場）
学校助成（全日本ロボット相撲
全国大会出場）
同窓会入会式，支部長会議
卒業式
同窓会報　第68号発行
監査・役員会

黒川高校　体育館
福島とうほう・みんなのスタジアム
同窓会館
遠藤旅館
遠藤旅館
舘山公園
多賀城市中央公民館会議室
ホテル白萩
上野　翠鳳

ビッグパレット福島

東京両国国技館

黒川高校　体育館、同窓会館
黒川高校　体育館
2,200部印刷（中村印刷）
黒川高校 同窓会館

１　会　　　費
　

１）終身会費

２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費
　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

826,000

826,000

648,122
878

1,475,000

760,000

760,000

648,122
154

1,408,276

△ 66,000

△ 66,000

0
△ 724

△ 66,724

@2,000×415名（１名未納）
 R5 分 3,000×１名                        
転学者返金代
@３年 8,000×５名
@２年 5,000×５名
@１年 2,000×３名

利息

300,000
120,000
180,000
80,000
50,000
30,000
780,000
250,000
280,000
10,000
240,000

200,000
120,000
80,000
5,110

0
100,000
9,890

1,475,000

81,148
34,432
46,716
15,412
4,704
10,708
351,878
140,000
141,178
7,700
63,000

126,985
110,985
16,000
6,000

0
100,000

0
681,423

△ 218,852
△ 85,568
△ 133,284
△ 64,588
△ 45,296
△ 19,292
△ 428,122
△ 110,000
△ 138,822
△ 2,300

△177,000

△ 73,015
△ 9,015
△ 64,000

890
0
0

△ 9,890
△ 793,577

ハガキ、送料、事務用品他
役員、事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行、郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (3)、陸上東
北大会、ロボット全国大会助成

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】1,408,276－【支出合計】681,423＝【差引残額】726,853
（次年度へ繰り越し）

【令和７年度　収支予算書（案）】

【令和６年度　収支決算報告書】　

【令和６年度　同窓会事業報告】
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役
員
は
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の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

令和６年度（昨年度） 令和７年度（令和８年１月13日現在）

■過去２年間の進路状況

■主な進路先

就 職
66

4

94.3

公 務 員
６

0

100

大学・短大
15

0

100

専門学校
18

0

100

そ の 他
2

2

50

合 計
107

6

94.7

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

公務員合格者数（延べ人数）

1
1
4
6

宮城県警察
大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生

合　計

職　種 計

卒 業 生 の 進 路 状 況

就 職
92

0

100

公 務 員
3

0

100

大学・短大
16

0

100

専門学校
38

0

100

そ の 他
0

2

0

合 計
149

2

99

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

専修・各種学校合格者数（延べ人数）

仙台リハビリテーション専門学校
仙台スイーツ＆カフェ専門学校
SENDAI中央理美容専門学校
仙台大原簿記情報公務員専門学校
専門学校東北動物看護学院
仙台ECO動物海洋専門学校
仙台ビューティーアート専門学校
仙台理美容専門学校
仙台医健スポーツ専門学校

県

　内

計専修・各種学校
1
2
1
1
2
2
2
2
3
16合　計

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

小野光商事株式会社
株式会社SEALs
株式会社インテライズ

1
2
1
4
66

縁
　故

令和七年度 同窓会総会

収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引

※ただし科目間の流用を認めるものとする
1,493,000 1,493,000 0

（単位：円）

1
1

宮城県立仙台高等技術専門校
合　計

大学校・高等技術専門校 計
大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

県
　内

1
1

1

1

1

1
6
1
1

東北大蔵電気 株式会社
アイリスオーヤマ 株式会社 
株式会社 王将フードサービス 
(餃子の王将) 
株式会社 パンセ
アルプスアルパイン株式会社 
仙台開発センター (古川) 
株式会社 薬王堂

セントラル警備保障株式会社
県 内 計

県 外 計
県
外

仙 台 計

仙

　台

株式会社 仙台村田製作所 
株式会社 ヒメノ
東北発電工業 株式会社
東北電力ネットワーク 株式会社
株式会社 三浦組
医療法人 明徳会
青葉デンタルクリニック
株式会社 紀生
株式会社 利久
西濃運輸 株式会社 仙台支店
日本ファインセラミックス 
株式会社
仙台臨海鉄道株式会社
TOPPANパッケージ
プロダクツ株式会社仙台工場
仙台ガスサービス株式会社

2
1
1
1
1

1

1
1
1

3

1

1

1
16

事 業 所 名 計就職内定者数（実数）

株式会社 コバヤシ 東北工場
株式会社 イズミテクノ
トヨタバッテリー株式会社 宮城工場
日本テクノカーボン 株式会社
ラクダ運輸 株式会社
トヨタ紡織東北 株式会社
株式会社ワイ·デー ·ケー 宮城工場
株式会社 キタセキ
公益財団法人 宮城県環境事業公社
グローテック株式会社
ワールド開発工業 株式会社 
仙台営業所
白石食品工業株式会社 仙台工場
株式会社 信和
山田車体工業 株式会社 仙台工場
トヨタ自動車東日本 株式会社
トーカロ 株式会社
アイシン高丘東北 株式会社
仙台小林製薬 株式会社
株式会社 バイタルネット
宮城物流センター
スズデン株式会社
宮城建設工業 株式会社 富谷支店
ＣＫＤ 株式会社
株式会社 Ｃ＆Ｄ
JU宮城 宮城県中古自動車販売
商工組合
株式会社 ササキ 宮城本部
社会福祉法人　みんなの輪
諸星運輸株式会社

事 業 所 名

管

　内

管  内  計

2
2
2
1
1
1
2
1
1
1

1

2
1
2
4
1
1
1

1

1
2
2
1

1

2
1
1
39

計
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看護系学校合格者数（延べ人数）

葵会仙台看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

合　計
1
1

大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北福祉大学
仙台大学
宮城学院女子大学
東北工業大学 
石巻専修大学
國學院大學

大　学

県

　内

計

合　計

3
1
1
1
2
1
1
10

県
外

合　計
県
外

2
1
1
1
5

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学
仙台青葉学院短期大学
福島学院大学短期大学

県   

内

計短 期 大 学 等

８３

　
私
は
今
年
の
８
月
に
行
わ
れ
た
「
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
選
手
権
２
０
２
５
北
海
道

東
北
選
手
権
」
に
同
級
生
の
椎
川
君
と
共
に

出
場
し
ま
し
た
。
入
部
し
て
初
め
て
の
大
会

と
い
う
こ
と
で
非
常
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
知
識
を
活
か
し

て
各
校
と
の
対
戦
に
臨
ん
だ
結
果
、
準
優
勝

と
い
う
好
成
績
を
収
め
、
加
え
て
全
日
本
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
全
国
大
会
へ
臨
む
際
は
初
め
て
の
全
国
大

会
と
い
う
こ
と
と
、
大
会
の
た
め
に
東
京
ま

で
行
く
こ
と
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
不
安
を
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
周

囲
か
ら
の
後
押
し
や
応
援
も
あ
り
心
を
決
め

て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
12
月
の
全
日
本
大
会
当
日
は
、
補
助
員
の

先
輩
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

チ
ー
ム
と
対
戦
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
チ
ー

ム
の
情
報
が
ど
れ
だ
け
調
べ
て
も
出
て
こ

ず
、
未
知
数
の
相
手
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
出
せ
る
力
を
尽
く

し
、
懸
命
に
戦
い
ま
し
た
。
結
果
は
０
対
２

の
敗
北
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
外
国

の
方
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、

初
め
て
の
全
国
大
会
に
出
場
し
流
れ
や
雰
囲

気
を
掴
む
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
全
国
大
会

出
場
と
い
う
経
験
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
こ

れ
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
の
活
動
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た
経
験
や
反
省
点
を

活
か
し
て
よ
り
良
い
結
果
に
繋
が
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
援
助
し
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
や
同
窓
会
の
皆
様
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
会
出
場
の
た

め
協
力
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
事
業
と
し
て
、
昨
年
よ
り
涼
し
く
感
じ
ら
れ
た
８
月

31
日
に
、
館
山
公
園
環
境
整
備
を
休
日
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
協
力
頂
い
た
会
員
に
よ
り
、
主
に
、
公
園
内
の
草
刈
り
作
業
及

び
、
景
観
上
の
課
題
で
あ
っ
た
頂
上
か
ら
の
視
界
の
確
保
に
あ
た

る
伐
採
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
初
の
目
標
と
す
る

頂
上
全
面
か
ら
の
展
望

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
こ
れ
は
無
理
を

せ
ず
徐
々
に
」
と
…
。

た
だ
、
視
界
が
若
干
良

好
に
な
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
可
能
な

範
囲
内
で
会
員
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、「
史

跡
保
存
」
の
一
環
と
し

て
、
環
境
整
備
事
業
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
卒
業
の
渋
谷
豊
樹
と
申
し
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
く
も
半
世
紀
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
東
京
同
窓
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
一
卒
業
生
と
し
て
近
況
を

お
伝
え
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
母
校
で
培
わ
れ
た
学
び
や
友

情
、
そ
し
て
先
生
方
か
ら
賜
っ
た
温
か
な
ご

指
導
は
、
今
な
お
私
の
人
生
を
支
え
る
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
7
年
よ
り
、
N
P
O
法
人
の

活
動
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
毎
年
訪
問
し
、

中
等
教
育
に
お
け
る
理
科
教
材
開
発
支
援
事

業
の
事
務
部
門
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は
、
理
科
教
育
は
座
学
が
中
心
で
、

実
験
指
導
は
十
分
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
学
・
高
校
の

理
科
実
験
に
使
用
す
る
器
材
を
日
本
の
専
門

家
の
指
導
の
も
と
現
地
の
先
生
方
と
共
に
製

作
し
、
地
方
の
学
校
へ
配
布
す
る
ま
で
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、
理
科
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
の
約
４
倍
の
広
大
な
国

土
を
有
し
、
人
口
は
約
330
万
人
。
そ
の
半
数

が
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
集
中
し
て
い
ま

　
こ
の
度
、
私
は
エ
プ
ソ
ン
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
に
お
い
て
学
生
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
は
、
大
き
な
喜
び
と
同
時
に
驚
き
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
写
真
を
撮
る
こ
と

は
以
前
か
ら
好
き
で
し
た
が
、
自
分
の
作
品

が
評
価
さ
れ
、
賞
と
い
う
形
で
認
め
て
い
た

だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
回
応
募
し
た
作
品
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
担
任
の
先
生
を
撮
影
し
た
写
真

で
す
。
普
段
は
何
気
な
く
接
し
て
い
る
先
生

の
姿
を
、
改
め
て
写
真
と
し
て
切
り
取
る
こ

と
で
、
真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
う
表
情
や
、

い
つ
も
の
優
し
い
雰
囲
気
を
表
現
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
構
図

や
光
の
当
た
り
方
、
表
情
の
一
瞬
を
逃
さ
な

い
こ
と
を
意
識
し
た
り
、
顧
問
の
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り

な
ど
し
、
何
枚
も
撮
影

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
被
写
体
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ
と
の
難

し
さ
と
同
時
に
、
写
真

表
現
の
奥
深
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
を
通
し

て
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ

て
も
視
点
を
変
え
る
こ

と
で
新
た
な
魅
力
を
発

見
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
感
じ
た
こ
と
を
形
に
し
て
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
結
果

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
自
信
と
し
、
こ
れ

か
ら
も
物
事
を
丁
寧
に
見
つ
め
、
自
分
な
り

の
表
現
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
支
部
長

　堀
田
　敏
幸

事
業
開
催

「
史
跡
保
存
」の
一
環
と
し
て

今年 の活 躍
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
１
年  

　
　
　
　
　  

平
山
　琥
次
郎

学
生
賞
を
受
賞
し
て

学
生
賞
を
受
賞
し
て

写
真
同
好
会
３
年
　
熊
谷
　希
颯

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
出
会
い
と

　
　理
科
教
育
支
援
に
寄
せ
て

　
東
京
同
窓
会
会
長
　渋
谷
　豊
樹

す
。
公
用
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、
表
記
は
キ

リ
ル
文
字
（
ロ
シ
ア
文
字
）
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
の
関
係
は
非
常
に
友
好
的
で
、

若
い
世
代
を
中
心
に
日
本
語
学
習
の
熱
が
高

く
、
大
相
撲
で
活
躍
す
る
モ
ン
ゴ
ル
出
身
力

士
の
影
響
も
あ
っ
て
、
相
撲
は
現
地
で
も
大

変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
日
本
か
ら
の

直
行
便
も
就
航
し
、
人
的
・
文
化
的
交
流
が

一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
母
校

で
育
ま
れ
た
「
学
び
を
社
会
へ
還
元
す
る
精

神
」の
大
切
さ
で
す
。
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
、

そ
の
教
え
が
私
を
動
か
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
理
科
教

育
の
発
展
に
、
微
力
な
が
ら
法
人
の
一
員
と

し
て
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
母
校
の
さ

ら
な
る
発
展
と
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

吉 

田 

支 

部

受 賞 作 品
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硬式野球部
春季宮城県高等学校野球北部地区大会
　予選第一試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 １－５  利府
　予選第二試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 ６－８ 古川学園
全国高等学校野球選手権大会宮城大会
　一回戦　四校連合　５－６　仙台高専名取
　　　　　　　　　　　　 （９回サヨナラ）
秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
　一次予選
　　五校連合　２－13　東北学院榴ヶ岡
　二次予選
　　五校連合　３－ １　 築館　
　二次予選 代表決定戦
　　五校連合　２－ ８　 加美農業

サッカー部
春季大崎選手権　第３位
宮城県高等学校総合体育大会
1回戦　黒川　０－６　利府
全国高校サッカー選手権宮城県大会　
１回戦　黒川　３－１　白石
２回戦　黒川　１－３　東北学院榴ヶ岡

男女卓球部
宮城県高等学校総合体育大会
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚　ベスト64
全日本卓球選手権大会ジュニアの部  宮城県予選
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果　出場
宮城県高等学校新人卓球大会
　男子団体戦出場
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果、
　　　　　　　　　瀬戸悠子　出場

陸上競技部
宮城県春季陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　　赤間楓　第6位
宮城県高等学校総合体育大会　県大会出場
　男子ハンマー投げ　齋藤海浬
　男子円盤投げ　　　赤間楓　
　男子400mR　 　　山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　   赤坂耀斗　渡邊宗亮
　男子1600mR　 　 山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　　門脇大翔　渡邊宗亮
くりこま高原陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　赤間楓　決勝進出 第２位

男子テニス部
宮城県高等学校総合体育大会
　男子団体　1回戦
　　　　　　　黒川　０－２　仙台第一

男子バレーボール部
大崎地区総体
　１試合目　黒川　２－０　加美農業
　２試合目　黒川　０－２　古川工業  第３位
宮城県高等学校総合体育大会
　１試合目　黒川　０－２　泉

女子バレーボール部
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　０－２　仙台南
全日本バレーボール高等学校選手権大会  
一次予選
　１回戦　黒川　０－２　白石

　
傘
寿
も
過
ぎ
、
ま
だ
野
球
を
楽
し
め
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ
を
行
い
、
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
で
は
ク
マ
の
出
没
に
よ
り
近
場
で
し
の
い
で
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
黒
川
野
球
ク
ラ
ブ
は
結

成
以
来
宮
城
県
還
暦
軟
式
野
球
連

盟
に
加
盟
し
て
７
年
目
で
Ｂ
ラ
ン

ク
か
ら
よ
う
や
く
Ａ
ラ
ン
ク
に
昇

格
、
今
年
は
念
願
の
群
馬
県
太
田

市
で
５
月
に
行
わ
れ
た
東
日
本
地

区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
行
わ
れ
た
春

季
リ
ー
グ
戦
（
全
国
大
会
予
選
会
）

に
お
い
て
、
第
３
位
に
入
賞
し
、

来
年
９
月
に
は
大
分
県
で
開
催
さ

れ
る
、
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球
選

抜
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
は
毎
週
土
曜
日
を
練

習
日
と
し
体
力
づ
く
り
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
保
持

の
た
め
、
是
非
と
も
加
入
さ
れ
ま

す
よ
う
、
待
っ
て
ま
す
。

短
　

  

信

で
頑
張
っ
て
マ
ス
！

で
頑
張
っ
て
マ
ス
！

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

　
吉
田
支
部
は
総
会
を
７
月
５
日
に
開
催
し
、
参
加
会
員
の
承
認
を
頂
き
全
て
の
提

出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
２
名
の
役
員
が
新
た

に
加
わ
り
新
風
を
期
待
し
ま
す
。

　
本
総
会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
、
特
に
、

各
分
野
で
の
生
徒
達
の
活
躍
は
歓
喜
の
極
み
で
あ
り
、
社
会
的
な
実
情
に
よ
る
生
徒

数
の
減
少
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
懇
親
会
で
は
時
代
の
垣
根
を
越
え
て
、
在
学
時
の
思
い
出
話
で
盛
会
と
な
り
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
共
有
し

閉
会
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
事
で
す
が
、
本
校
に
度
々
会
議
等
で
伺
っ
た
際
に
、
対
面
し
た
生
徒
達

か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
ー
」

と
挨
拶
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の

事
で
す
が
、
こ
の
事
を
在

学
時
の
私
に
問
い
か
け
た

ら
、何
事
も
な
く
「
ス
ル
ー
」

し
て
い
た
情
け
な
い
自
分

が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　
心
あ
る
生
徒
達
に
挨
拶

を
頂
い
た
私
は
気
持
ち
の

良
い
一
日
を
過
ご
し
、
そ

の
余
韻
は
今
も
残
っ
て
い

ま
す
。「
当
た
り
前
の
こ
と

を
あ
た
り
前
に
す
る
」
こ

と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と

で
す
。
謙
虚
で
素
直
な
生

徒
達
に
接
す
る
機
会
を
ま

た
楽
し
み
に
し
、
本
校
の

充
実
発
展
に
微
力
な
が
ら

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

支
部
長
　
堀
田
敏
幸

吉
田
支
部
総
会
開
催

監
督
　熊
谷
　喜
久
雄

熊
谷
喜
久
雄
（
昭
和
37
年
卒
）

還
暦
軟
式
野
球

7 黒川高等学校同窓会報　令和8年（2026年）３月1日発行



４令和8年（2026年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報

硬式野球部
春季宮城県高等学校野球北部地区大会
　予選第一試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 １－５  利府
　予選第二試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 ６－８ 古川学園
全国高等学校野球選手権大会宮城大会
　一回戦　四校連合　５－６　仙台高専名取
　　　　　　　　　　　　 （９回サヨナラ）
秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
　一次予選
　　五校連合　２－13　東北学院榴ヶ岡
　二次予選
　　五校連合　３－ １　 築館　
　二次予選 代表決定戦
　　五校連合　２－ ８　 加美農業

サッカー部
春季大崎選手権　第３位
宮城県高等学校総合体育大会
1回戦　黒川　０－６　利府
全国高校サッカー選手権宮城県大会　
１回戦　黒川　３－１　白石
２回戦　黒川　１－３　東北学院榴ヶ岡

男女卓球部
宮城県高等学校総合体育大会
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚　ベスト64
全日本卓球選手権大会ジュニアの部  宮城県予選
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果　出場
宮城県高等学校新人卓球大会
　男子団体戦出場
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果、
　　　　　　　　　瀬戸悠子　出場

陸上競技部
宮城県春季陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　　赤間楓　第6位
宮城県高等学校総合体育大会　県大会出場
　男子ハンマー投げ　齋藤海浬
　男子円盤投げ　　　赤間楓　
　男子400mR　 　　山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　   赤坂耀斗　渡邊宗亮
　男子1600mR　 　 山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　　門脇大翔　渡邊宗亮
くりこま高原陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　赤間楓　決勝進出 第２位

男子テニス部
宮城県高等学校総合体育大会
　男子団体　1回戦
　　　　　　　黒川　０－２　仙台第一

男子バレーボール部
大崎地区総体
　１試合目　黒川　２－０　加美農業
　２試合目　黒川　０－２　古川工業  第３位
宮城県高等学校総合体育大会
　１試合目　黒川　０－２　泉

女子バレーボール部
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　０－２　仙台南
全日本バレーボール高等学校選手権大会  
一次予選
　１回戦　黒川　０－２　白石

　
傘
寿
も
過
ぎ
、
ま
だ
野
球
を
楽
し
め
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
朝
ジ
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ギ
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グ
と
ス
ト
レ
ッ
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、
バ
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ト
ス
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ン
グ
を
行
い
、
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
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で
は
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の
出
没
に
よ
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近
場
で
し
の
い
で
お
り
ま
す
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私
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も
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野
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野
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、
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で
５
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に
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本
地
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会
に
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し
ま
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。
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に
、
今
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度
行
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た
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（
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国
大
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予
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、
第
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に
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、

来
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９
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に
は
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で
開
催
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日
本
還
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野
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選
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週
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を
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と
し
体
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づ
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り
に
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張
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い
ま
す
。

　
興
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の
あ
る
方
は
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健
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保
持

の
た
め
、
是
非
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ま
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う
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を
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、
参
加
会
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の
承
認
を
頂
き
全
て
の
提

出
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案
が
可
決
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れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
２
名
の
役
員
が
新
た

に
加
わ
り
新
風
を
期
待
し
ま
す
。

　
本
総
会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
、
特
に
、

各
分
野
で
の
生
徒
達
の
活
躍
は
歓
喜
の
極
み
で
あ
り
、
社
会
的
な
実
情
に
よ
る
生
徒

数
の
減
少
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
懇
親
会
で
は
時
代
の
垣
根
を
越
え
て
、
在
学
時
の
思
い
出
話
で
盛
会
と
な
り
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
共
有
し

閉
会
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
事
で
す
が
、
本
校
に
度
々
会
議
等
で
伺
っ
た
際
に
、
対
面
し
た
生
徒
達

か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
ー
」

と
挨
拶
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の

事
で
す
が
、
こ
の
事
を
在

学
時
の
私
に
問
い
か
け
た

ら
、何
事
も
な
く
「
ス
ル
ー
」

し
て
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た
情
け
な
い
自
分

が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　
心
あ
る
生
徒
達
に
挨
拶

を
頂
い
た
私
は
気
持
ち
の

良
い
一
日
を
過
ご
し
、
そ

の
余
韻
は
今
も
残
っ
て
い

ま
す
。「
当
た
り
前
の
こ
と

を
あ
た
り
前
に
す
る
」
こ

と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と

で
す
。
謙
虚
で
素
直
な
生

徒
達
に
接
す
る
機
会
を
ま

た
楽
し
み
に
し
、
本
校
の

充
実
発
展
に
微
力
な
が
ら

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

支
部
長
　
堀
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敏
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吉
田
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部
総
会
開
催

監
督
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今
年
も
恒
例
の
東
京
同
窓
会
総
会
を
、
上
野
駅
至
近
に
あ
り
ま
す
中
華
料
理
店
で
11
月
29
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
山
路
会
長
様
を
お
迎
え
し
総
勢
18
名
が
集
う
温
か
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
皆
で
校
歌
を
熱
唱
、
山
路
会
長
様
よ
り
母
校
の
近
況
、
郷
土
の
昨
今
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

止
ま
ら
な
い
定
員
割
れ
、
里
山
の
荒
廃
に
一
同
頷
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
事
務
報
告
に
続
き
乾
杯
、
懇
親
会
へ

と
移
り
ま
し
た
。

　
年
々
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
「
あ
と
何
年
続

け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
不
安
も
感
じ
る

昨
今
で
す
が
同
窓
生
一
同
、
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
今
年
も
元
気
に
結
束
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
高
齢
は
93
歳
の
齋
藤
酉
夫
大
先
輩
。
今
年

も
変
わ
ら
ず
は
せ
参
じ
く
だ
さ
り
、
そ
の
お
姿

に
私
た
ち
も
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
半
数
が
80
歳
台
、
残
り
の
方
々
も
70

歳
台
で
す
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
と
元

気
あ
ふ
れ
る
会
話
で
会
場
は
終
始
和
や
か
で
し

た
。

　
懇
親
会
も
佳
境
に
入
る
や
早
坂
先
輩
の
三
味

線
に
合
わ
せ
「
黒
高
音
頭
」、「
郷
土
民
謡
」
を

合
唱
し
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
、
懐
か
し
い
日
々

を
語
り
合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
毎
年
集
え
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

を
噛
み
し
め
な
が
ら
、同
窓
生
の
絆
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
で
も
会
を
続
け
て
い
き

た
い
と
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
会
長
　
渋
谷
　豊
樹

男子バスケットボール部
高校総体大崎地区予選
　　黒川　72－54　小牛田農林
　決勝トーナメント
　準決勝
　　黒川　36－107　古川学園　第３位
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　60－119　仙台商業

男女バドミントン部
大崎・石巻地区総合体育大会
　女子ダブルス　第３位
　　　　　　　　　瀨戸瑠音・永山ありや
　男子団体戦　　第４位　　　
　女子団体戦　　第４位
宮城県高等学校総合体育大会
　男子学校対抗戦
　　１回戦　黒川０－３仙台東
　女子学校対抗戦
　　１回戦　黒川３－０仙台工業
　　２回戦　黒川０－３塩釜

柔道部
大崎・登米栗原地区総体柔道競技大会
　男子重量級　　白石惠雅　第３位
宮城県高等学校総合体育大会柔道競技大会
　男子100kg級　白石惠雅　１回戦敗退

剣道部
宮城県高等学校総合体育大会
　男子団体　予選敗退
　男子個人
　　鈴木悠大　佐川遥人　１回戦敗退

東
京
同
窓
会
開
催
報
告

　
令
和
７
年
11
月
15
日
㈯「
ホ
テ
ル
白
萩
」（
仙
台
市
青
葉
区
）を
会
場
に
総
会
、

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
本
部
よ
り
山
路
義
明
氏
を
お
迎
え
し
、
初
め
に
出
席
者
の
記
念
写

真
の
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　
櫻
井
辰
次
事
務
局
長
（
昭
41
卒
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
出
席
者
全
員
で
萬

忠
一
郎
副
支
部
長
（
昭
39
卒
）
の
指
揮
の
も
と
、
母
校
黒
川
高
等
学
校
の
校

歌
を
録
音
さ
れ
た
テ
ー
プ
の
伴
奏
で
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
続
い
て
総
会

に
入
り
、
支
部
長
（
昭
41
卒
）
の
挨
拶
、
山
路
会
長
か
ら
母
校
の
現
状
等
の

様
子
を
含
め
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
事
業
報
告
、
決
算
報

告
及
び
事
業
計
画
案
・
予

算
案
、
役
員
の
選
任
案
で

提
出
し
た
議
案
は
す
べ
て

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
顧
問
の
浅
野
氏

（
昭
37
卒
）
の
乾
杯
の
挨

拶
で
懇
親
会
に
入
り
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

文
部
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ

た
「
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
」

の
伝
統
芸
能
伝
承
の
披
露

を
い
た
だ
き
鑑
賞
し
ま
し

た
。最
後
に
来
年
の
総
会・

懇
親
会
へ
の
参
加
者
の
増

加
を
誓
い
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
部
長
　
清
水
　信
市

仙
台
支
部
総
会
開
催

ロボット研究部
全日本ロボット相撲大会2025
北海道東北選手権
　ラジコン型　ステーキ2号
　平山琥次郎、椎川結心　第２位
全日本ロボット相撲大会2025  決勝大会
　ラジコン型　ステーキ2号
　平山琥次郎、横田龍青　初戦敗退

書道部
ふれあい書道展
　後藤るな　伊藤愛瑠　特選
全国小中高川開書道展
　樋渡優菜　細川苺夏　準大賞

美術部
泉・黒川地区高等学校美術展
　奥山桃葉子　優秀賞・特別賞
　小原咲彩、小林優姫、山本莉音、甲斐基新
　　　　　　　　　　　　　　　　　奨励賞

吹奏楽部
日本管楽合奏コンテスト予選審査会
　高校生S部門　優秀賞

写真同好会
エプソンフォトグランプリ　熊谷希颯　学生賞

全日本写真連盟南東北ブロック主催2025
松島モデル大撮影会
　阿部蒼空、浅見隼人 高校生の部　入選

囲碁・将棋同好会
全国高校将棋選手権宮城県予選大会男子C級
　榊原　涼　 ６勝０敗　第２位
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今
年
も
恒
例
の
東
京
同
窓
会
総
会
を
、
上
野
駅
至
近
に
あ
り
ま
す
中
華
料
理
店
で
11
月
29
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
山
路
会
長
様
を
お
迎
え
し
総
勢
18
名
が
集
う
温
か
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
皆
で
校
歌
を
熱
唱
、
山
路
会
長
様
よ
り
母
校
の
近
況
、
郷
土
の
昨
今
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

止
ま
ら
な
い
定
員
割
れ
、
里
山
の
荒
廃
に
一
同
頷
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
事
務
報
告
に
続
き
乾
杯
、
懇
親
会
へ

と
移
り
ま
し
た
。

　
年
々
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
「
あ
と
何
年
続

け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
不
安
も
感
じ
る

昨
今
で
す
が
同
窓
生
一
同
、
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
今
年
も
元
気
に
結
束
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
高
齢
は
93
歳
の
齋
藤
酉
夫
大
先
輩
。
今
年

も
変
わ
ら
ず
は
せ
参
じ
く
だ
さ
り
、
そ
の
お
姿

に
私
た
ち
も
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
半
数
が
80
歳
台
、
残
り
の
方
々
も
70

歳
台
で
す
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
と
元

気
あ
ふ
れ
る
会
話
で
会
場
は
終
始
和
や
か
で
し

た
。

　
懇
親
会
も
佳
境
に
入
る
や
早
坂
先
輩
の
三
味

線
に
合
わ
せ
「
黒
高
音
頭
」、「
郷
土
民
謡
」
を

合
唱
し
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
、
懐
か
し
い
日
々

を
語
り
合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
毎
年
集
え
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

を
噛
み
し
め
な
が
ら
、同
窓
生
の
絆
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
で
も
会
を
続
け
て
い
き

た
い
と
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
会
長
　
渋
谷
　豊
樹

男子バスケットボール部
高校総体大崎地区予選
　　黒川　72－54　小牛田農林
　決勝トーナメント
　準決勝
　　黒川　36－107　古川学園　第３位
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　60－119　仙台商業
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、
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を
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同
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会
本
部
よ
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山
路
義
明
氏
を
お
迎
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し
、
初
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に
出
席
者
の
記
念
写

真
の
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　
櫻
井
辰
次
事
務
局
長
（
昭
41
卒
）
の
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会
で
始
ま
り
、
出
席
者
全
員
で
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一
郎
副
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部
長
（
昭
39
卒
）
の
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揮
の
も
と
、
母
校
黒
川
高
等
学
校
の
校

歌
を
録
音
さ
れ
た
テ
ー
プ
の
伴
奏
で
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
続
い
て
総
会

に
入
り
、
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長
（
昭
41
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）
の
挨
拶
、
山
路
会
長
か
ら
母
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の
現
状
等
の
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子
を
含
め
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
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事
業
報
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、
決
算
報
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及
び
事
業
計
画
案
・
予

算
案
、
役
員
の
選
任
案
で

提
出
し
た
議
案
は
す
べ
て

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
顧
問
の
浅
野
氏

（
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）
の
乾
杯
の
挨
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で
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会
に
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り
、
ア

ト
ラ
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シ
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ン
と
し
て
、

文
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大
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を
受
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た
「
江
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芸
か
っ
ぽ
れ
」

の
伝
統
芸
能
伝
承
の
披
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を
い
た
だ
き
鑑
賞
し
ま
し

た
。最
後
に
来
年
の
総
会・

懇
親
会
へ
の
参
加
者
の
増

加
を
誓
い
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
部
長
　
清
水
　信
市

仙
台
支
部
総
会
開
催

ロボット研究部
全日本ロボット相撲大会2025
北海道東北選手権
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全日本ロボット相撲大会2025  決勝大会
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い
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
部
長
　
清
水
　信
市

仙
台
支
部
総
会
開
催

ロボット研究部
全日本ロボット相撲大会2025
北海道東北選手権
　ラジコン型　ステーキ2号
　平山琥次郎、椎川結心　第２位
全日本ロボット相撲大会2025  決勝大会
　ラジコン型　ステーキ2号
　平山琥次郎、横田龍青　初戦敗退

書道部
ふれあい書道展
　後藤るな　伊藤愛瑠　特選
全国小中高川開書道展
　樋渡優菜　細川苺夏　準大賞

美術部
泉・黒川地区高等学校美術展
　奥山桃葉子　優秀賞・特別賞
　小原咲彩、小林優姫、山本莉音、甲斐基新
　　　　　　　　　　　　　　　　　奨励賞

吹奏楽部
日本管楽合奏コンテスト予選審査会
　高校生S部門　優秀賞

写真同好会
エプソンフォトグランプリ　熊谷希颯　学生賞

全日本写真連盟南東北ブロック主催2025
松島モデル大撮影会
　阿部蒼空、浅見隼人 高校生の部　入選

囲碁・将棋同好会
全国高校将棋選手権宮城県予選大会男子C級
　榊原　涼　 ６勝０敗　第２位
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各
支
部
の
活
動
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硬式野球部
春季宮城県高等学校野球北部地区大会
　予選第一試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 １－５  利府
　予選第二試合
　　黒川・古川黎明・迫桜連合 ６－８ 古川学園
全国高等学校野球選手権大会宮城大会
　一回戦　四校連合　５－６　仙台高専名取
　　　　　　　　　　　　 （９回サヨナラ）
秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
　一次予選
　　五校連合　２－13　東北学院榴ヶ岡
　二次予選
　　五校連合　３－ １　 築館　
　二次予選 代表決定戦
　　五校連合　２－ ８　 加美農業

サッカー部
春季大崎選手権　第３位
宮城県高等学校総合体育大会
1回戦　黒川　０－６　利府
全国高校サッカー選手権宮城県大会　
１回戦　黒川　３－１　白石
２回戦　黒川　１－３　東北学院榴ヶ岡

男女卓球部
宮城県高等学校総合体育大会
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚　ベスト64
全日本卓球選手権大会ジュニアの部  宮城県予選
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果　出場
宮城県高等学校新人卓球大会
　男子団体戦出場
　女子団体戦出場
　女子シングルス　岩佐柚、加藤夢果、
　　　　　　　　　瀬戸悠子　出場

陸上競技部
宮城県春季陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　　赤間楓　第6位
宮城県高等学校総合体育大会　県大会出場
　男子ハンマー投げ　齋藤海浬
　男子円盤投げ　　　赤間楓　
　男子400mR　 　　山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　   赤坂耀斗　渡邊宗亮
　男子1600mR　 　 山田巧　　佐藤達也
　　　　　　　　　　門脇大翔　渡邊宗亮
くりこま高原陸上競技選手権大会
　男子円盤投げ　　赤間楓　決勝進出 第２位

男子テニス部
宮城県高等学校総合体育大会
　男子団体　1回戦
　　　　　　　黒川　０－２　仙台第一

男子バレーボール部
大崎地区総体
　１試合目　黒川　２－０　加美農業
　２試合目　黒川　０－２　古川工業  第３位
宮城県高等学校総合体育大会
　１試合目　黒川　０－２　泉

女子バレーボール部
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　０－２　仙台南
全日本バレーボール高等学校選手権大会  
一次予選
　１回戦　黒川　０－２　白石

　
傘
寿
も
過
ぎ
、
ま
だ
野
球
を
楽
し
め
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ
を
行
い
、
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
で
は
ク
マ
の
出
没
に
よ
り
近
場
で
し
の
い
で
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
黒
川
野
球
ク
ラ
ブ
は
結

成
以
来
宮
城
県
還
暦
軟
式
野
球
連

盟
に
加
盟
し
て
７
年
目
で
Ｂ
ラ
ン

ク
か
ら
よ
う
や
く
Ａ
ラ
ン
ク
に
昇

格
、
今
年
は
念
願
の
群
馬
県
太
田

市
で
５
月
に
行
わ
れ
た
東
日
本
地

区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
行
わ
れ
た
春

季
リ
ー
グ
戦
（
全
国
大
会
予
選
会
）

に
お
い
て
、
第
３
位
に
入
賞
し
、

来
年
９
月
に
は
大
分
県
で
開
催
さ

れ
る
、
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球
選

抜
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
は
毎
週
土
曜
日
を
練

習
日
と
し
体
力
づ
く
り
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
保
持

の
た
め
、
是
非
と
も
加
入
さ
れ
ま

す
よ
う
、
待
っ
て
ま
す
。

短
　

  

信

で
頑
張
っ
て
マ
ス
！

で
頑
張
っ
て
マ
ス
！

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

　
吉
田
支
部
は
総
会
を
７
月
５
日
に
開
催
し
、
参
加
会
員
の
承
認
を
頂
き
全
て
の
提

出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
２
名
の
役
員
が
新
た

に
加
わ
り
新
風
を
期
待
し
ま
す
。

　
本
総
会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
、
特
に
、

各
分
野
で
の
生
徒
達
の
活
躍
は
歓
喜
の
極
み
で
あ
り
、
社
会
的
な
実
情
に
よ
る
生
徒

数
の
減
少
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
懇
親
会
で
は
時
代
の
垣
根
を
越
え
て
、
在
学
時
の
思
い
出
話
で
盛
会
と
な
り
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
共
有
し

閉
会
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
事
で
す
が
、
本
校
に
度
々
会
議
等
で
伺
っ
た
際
に
、
対
面
し
た
生
徒
達

か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
ー
」

と
挨
拶
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の

事
で
す
が
、
こ
の
事
を
在

学
時
の
私
に
問
い
か
け
た

ら
、何
事
も
な
く
「
ス
ル
ー
」

し
て
い
た
情
け
な
い
自
分

が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　
心
あ
る
生
徒
達
に
挨
拶

を
頂
い
た
私
は
気
持
ち
の

良
い
一
日
を
過
ご
し
、
そ

の
余
韻
は
今
も
残
っ
て
い

ま
す
。「
当
た
り
前
の
こ
と

を
あ
た
り
前
に
す
る
」
こ

と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と

で
す
。
謙
虚
で
素
直
な
生

徒
達
に
接
す
る
機
会
を
ま

た
楽
し
み
に
し
、
本
校
の

充
実
発
展
に
微
力
な
が
ら

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

支
部
長
　
堀
田
敏
幸

吉
田
支
部
総
会
開
催

監
督
　熊
谷
　喜
久
雄

熊
谷
喜
久
雄
（
昭
和
37
年
卒
）

還
暦
軟
式
野
球
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私
は
今
年
の
８
月
に
行
わ
れ
た
「
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
選
手
権
２
０
２
５
北
海
道

東
北
選
手
権
」
に
同
級
生
の
椎
川
君
と
共
に

出
場
し
ま
し
た
。
入
部
し
て
初
め
て
の
大
会

と
い
う
こ
と
で
非
常
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
知
識
を
活
か
し

て
各
校
と
の
対
戦
に
臨
ん
だ
結
果
、
準
優
勝

と
い
う
好
成
績
を
収
め
、
加
え
て
全
日
本
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
全
国
大
会
へ
臨
む
際
は
初
め
て
の
全
国
大

会
と
い
う
こ
と
と
、
大
会
の
た
め
に
東
京
ま

で
行
く
こ
と
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
不
安
を
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
周

囲
か
ら
の
後
押
し
や
応
援
も
あ
り
心
を
決
め

て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
12
月
の
全
日
本
大
会
当
日
は
、
補
助
員
の

先
輩
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

チ
ー
ム
と
対
戦
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
チ
ー

ム
の
情
報
が
ど
れ
だ
け
調
べ
て
も
出
て
こ

ず
、
未
知
数
の
相
手
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
出
せ
る
力
を
尽
く

し
、
懸
命
に
戦
い
ま
し
た
。
結
果
は
０
対
２

の
敗
北
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
外
国

の
方
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、

初
め
て
の
全
国
大
会
に
出
場
し
流
れ
や
雰
囲

気
を
掴
む
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
全
国
大
会

出
場
と
い
う
経
験
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
こ

れ
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
の
活
動
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た
経
験
や
反
省
点
を

活
か
し
て
よ
り
良
い
結
果
に
繋
が
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
援
助
し
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
や
同
窓
会
の
皆
様
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
会
出
場
の
た

め
協
力
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
事
業
と
し
て
、
昨
年
よ
り
涼
し
く
感
じ
ら
れ
た
８
月

31
日
に
、
館
山
公
園
環
境
整
備
を
休
日
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
協
力
頂
い
た
会
員
に
よ
り
、
主
に
、
公
園
内
の
草
刈
り
作
業
及

び
、
景
観
上
の
課
題
で
あ
っ
た
頂
上
か
ら
の
視
界
の
確
保
に
あ
た

る
伐
採
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
初
の
目
標
と
す
る

頂
上
全
面
か
ら
の
展
望

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
こ
れ
は
無
理
を

せ
ず
徐
々
に
」
と
…
。

た
だ
、
視
界
が
若
干
良

好
に
な
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
可
能
な

範
囲
内
で
会
員
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、「
史

跡
保
存
」
の
一
環
と
し

て
、
環
境
整
備
事
業
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
卒
業
の
渋
谷
豊
樹
と
申
し
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
く
も
半
世
紀
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
東
京
同
窓
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
一
卒
業
生
と
し
て
近
況
を

お
伝
え
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
母
校
で
培
わ
れ
た
学
び
や
友

情
、
そ
し
て
先
生
方
か
ら
賜
っ
た
温
か
な
ご

指
導
は
、
今
な
お
私
の
人
生
を
支
え
る
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
7
年
よ
り
、
N
P
O
法
人
の

活
動
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
毎
年
訪
問
し
、

中
等
教
育
に
お
け
る
理
科
教
材
開
発
支
援
事

業
の
事
務
部
門
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は
、
理
科
教
育
は
座
学
が
中
心
で
、

実
験
指
導
は
十
分
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
学
・
高
校
の

理
科
実
験
に
使
用
す
る
器
材
を
日
本
の
専
門

家
の
指
導
の
も
と
現
地
の
先
生
方
と
共
に
製

作
し
、
地
方
の
学
校
へ
配
布
す
る
ま
で
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、
理
科
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
の
約
４
倍
の
広
大
な
国

土
を
有
し
、
人
口
は
約
330
万
人
。
そ
の
半
数

が
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
集
中
し
て
い
ま

　
こ
の
度
、
私
は
エ
プ
ソ
ン
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
に
お
い
て
学
生
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
は
、
大
き
な
喜
び
と
同
時
に
驚
き
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
写
真
を
撮
る
こ
と

は
以
前
か
ら
好
き
で
し
た
が
、
自
分
の
作
品

が
評
価
さ
れ
、
賞
と
い
う
形
で
認
め
て
い
た

だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
回
応
募
し
た
作
品
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
担
任
の
先
生
を
撮
影
し
た
写
真

で
す
。
普
段
は
何
気
な
く
接
し
て
い
る
先
生

の
姿
を
、
改
め
て
写
真
と
し
て
切
り
取
る
こ

と
で
、
真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
う
表
情
や
、

い
つ
も
の
優
し
い
雰
囲
気
を
表
現
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
構
図

や
光
の
当
た
り
方
、
表
情
の
一
瞬
を
逃
さ
な

い
こ
と
を
意
識
し
た
り
、
顧
問
の
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り

な
ど
し
、
何
枚
も
撮
影

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
被
写
体
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ
と
の
難

し
さ
と
同
時
に
、
写
真

表
現
の
奥
深
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
を
通
し

て
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ

て
も
視
点
を
変
え
る
こ

と
で
新
た
な
魅
力
を
発

見
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
感
じ
た
こ
と
を
形
に
し
て
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
結
果

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
自
信
と
し
、
こ
れ

か
ら
も
物
事
を
丁
寧
に
見
つ
め
、
自
分
な
り

の
表
現
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
支
部
長

　堀
田
　敏
幸

事
業
開
催

「
史
跡
保
存
」の
一
環
と
し
て

今年 の活 躍
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
１
年  

　
　
　
　
　  

平
山
　琥
次
郎

学
生
賞
を
受
賞
し
て

学
生
賞
を
受
賞
し
て

写
真
同
好
会
３
年
　
熊
谷
　希
颯

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
出
会
い
と

　
　理
科
教
育
支
援
に
寄
せ
て

　
東
京
同
窓
会
会
長
　渋
谷
　豊
樹

す
。
公
用
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、
表
記
は
キ

リ
ル
文
字
（
ロ
シ
ア
文
字
）
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
の
関
係
は
非
常
に
友
好
的
で
、

若
い
世
代
を
中
心
に
日
本
語
学
習
の
熱
が
高

く
、
大
相
撲
で
活
躍
す
る
モ
ン
ゴ
ル
出
身
力

士
の
影
響
も
あ
っ
て
、
相
撲
は
現
地
で
も
大

変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
日
本
か
ら
の

直
行
便
も
就
航
し
、
人
的
・
文
化
的
交
流
が

一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
母
校

で
育
ま
れ
た
「
学
び
を
社
会
へ
還
元
す
る
精

神
」の
大
切
さ
で
す
。
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
、

そ
の
教
え
が
私
を
動
か
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
理
科
教

育
の
発
展
に
、
微
力
な
が
ら
法
人
の
一
員
と

し
て
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
母
校
の
さ

ら
な
る
発
展
と
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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私
は
今
年
の
８
月
に
行
わ
れ
た
「
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
選
手
権
２
０
２
５
北
海
道

東
北
選
手
権
」
に
同
級
生
の
椎
川
君
と
共
に

出
場
し
ま
し
た
。
入
部
し
て
初
め
て
の
大
会
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い
う
こ
と
で
非
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に
緊
張
し
て
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ま
し
た

が
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輩
方
か
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教
わ
っ
た
知
識
を
活
か
し

て
各
校
と
の
対
戦
に
臨
ん
だ
結
果
、
準
優
勝

と
い
う
好
成
績
を
収
め
、
加
え
て
全
日
本
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
全
国
大
会
へ
臨
む
際
は
初
め
て
の
全
国
大

会
と
い
う
こ
と
と
、
大
会
の
た
め
に
東
京
ま

で
行
く
こ
と
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
不
安
を
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
周

囲
か
ら
の
後
押
し
や
応
援
も
あ
り
心
を
決
め

て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
12
月
の
全
日
本
大
会
当
日
は
、
補
助
員
の

先
輩
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

チ
ー
ム
と
対
戦
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
チ
ー

ム
の
情
報
が
ど
れ
だ
け
調
べ
て
も
出
て
こ

ず
、
未
知
数
の
相
手
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
出
せ
る
力
を
尽
く

し
、
懸
命
に
戦
い
ま
し
た
。
結
果
は
０
対
２

の
敗
北
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
外
国

の
方
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、

初
め
て
の
全
国
大
会
に
出
場
し
流
れ
や
雰
囲

気
を
掴
む
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
全
国
大
会

出
場
と
い
う
経
験
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
こ

れ
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
の
活
動
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た
経
験
や
反
省
点
を

活
か
し
て
よ
り
良
い
結
果
に
繋
が
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
援
助
し
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
や
同
窓
会
の
皆
様
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
会
出
場
の
た

め
協
力
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
事
業
と
し
て
、
昨
年
よ
り
涼
し
く
感
じ
ら
れ
た
８
月

31
日
に
、
館
山
公
園
環
境
整
備
を
休
日
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
協
力
頂
い
た
会
員
に
よ
り
、
主
に
、
公
園
内
の
草
刈
り
作
業
及

び
、
景
観
上
の
課
題
で
あ
っ
た
頂
上
か
ら
の
視
界
の
確
保
に
あ
た

る
伐
採
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
初
の
目
標
と
す
る

頂
上
全
面
か
ら
の
展
望

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
こ
れ
は
無
理
を

せ
ず
徐
々
に
」
と
…
。

た
だ
、
視
界
が
若
干
良

好
に
な
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
可
能
な

範
囲
内
で
会
員
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、「
史

跡
保
存
」
の
一
環
と
し

て
、
環
境
整
備
事
業
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
卒
業
の
渋
谷
豊
樹
と
申
し
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
く
も
半
世
紀
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
東
京
同
窓
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
一
卒
業
生
と
し
て
近
況
を

お
伝
え
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
母
校
で
培
わ
れ
た
学
び
や
友

情
、
そ
し
て
先
生
方
か
ら
賜
っ
た
温
か
な
ご

指
導
は
、
今
な
お
私
の
人
生
を
支
え
る
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
2
0
1
7
年
よ
り
、
N
P
O
法
人
の

活
動
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
毎
年
訪
問
し
、

中
等
教
育
に
お
け
る
理
科
教
材
開
発
支
援
事

業
の
事
務
部
門
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は
、
理
科
教
育
は
座
学
が
中
心
で
、

実
験
指
導
は
十
分
に
重
視
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
学
・
高
校
の

理
科
実
験
に
使
用
す
る
器
材
を
日
本
の
専
門

家
の
指
導
の
も
と
現
地
の
先
生
方
と
共
に
製

作
し
、
地
方
の
学
校
へ
配
布
す
る
ま
で
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、
理
科
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
の
約
４
倍
の
広
大
な
国

土
を
有
し
、
人
口
は
約
330
万
人
。
そ
の
半
数

が
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
集
中
し
て
い
ま

　
こ
の
度
、
私
は
エ
プ
ソ
ン
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
に
お
い
て
学
生
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
は
、
大
き
な
喜
び
と
同
時
に
驚
き
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
写
真
を
撮
る
こ
と

は
以
前
か
ら
好
き
で
し
た
が
、
自
分
の
作
品

が
評
価
さ
れ
、
賞
と
い
う
形
で
認
め
て
い
た

だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
回
応
募
し
た
作
品
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
担
任
の
先
生
を
撮
影
し
た
写
真

で
す
。
普
段
は
何
気
な
く
接
し
て
い
る
先
生

の
姿
を
、
改
め
て
写
真
と
し
て
切
り
取
る
こ

と
で
、
真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
う
表
情
や
、

い
つ
も
の
優
し
い
雰
囲
気
を
表
現
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
構
図

や
光
の
当
た
り
方
、
表
情
の
一
瞬
を
逃
さ
な

い
こ
と
を
意
識
し
た
り
、
顧
問
の
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り

な
ど
し
、
何
枚
も
撮
影

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
被
写
体
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ
と
の
難

し
さ
と
同
時
に
、
写
真

表
現
の
奥
深
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
を
通
し

て
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ

て
も
視
点
を
変
え
る
こ

と
で
新
た
な
魅
力
を
発

見
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
感
じ
た
こ
と
を
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に
し
て
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
結
果

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
自
信
と
し
、
こ
れ

か
ら
も
物
事
を
丁
寧
に
見
つ
め
、
自
分
な
り

の
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を
追
求
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と
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。

吉
田
支
部
長

　堀
田
　敏
幸

事
業
開
催

「
史
跡
保
存
」の
一
環
と
し
て

今年 の活 躍
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
に
出
場
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
１
年  

　
　
　
　
　  

平
山
　琥
次
郎

学
生
賞
を
受
賞
し
て

学
生
賞
を
受
賞
し
て

写
真
同
好
会
３
年
　
熊
谷
　希
颯

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
出
会
い
と

　
　理
科
教
育
支
援
に
寄
せ
て

　
東
京
同
窓
会
会
長
　渋
谷
　豊
樹

す
。
公
用
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、
表
記
は
キ

リ
ル
文
字
（
ロ
シ
ア
文
字
）
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
の
関
係
は
非
常
に
友
好
的
で
、

若
い
世
代
を
中
心
に
日
本
語
学
習
の
熱
が
高

く
、
大
相
撲
で
活
躍
す
る
モ
ン
ゴ
ル
出
身
力

士
の
影
響
も
あ
っ
て
、
相
撲
は
現
地
で
も
大

変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
日
本
か
ら
の

直
行
便
も
就
航
し
、
人
的
・
文
化
的
交
流
が

一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
母
校

で
育
ま
れ
た
「
学
び
を
社
会
へ
還
元
す
る
精

神
」の
大
切
さ
で
す
。
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
、

そ
の
教
え
が
私
を
動
か
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
理
科
教

育
の
発
展
に
、
微
力
な
が
ら
法
人
の
一
員
と

し
て
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
母
校
の
さ

ら
な
る
発
展
と
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

吉 

田 

支 

部

受 賞 作 品

令和8年（2026年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和8年（2026年）３月1日発行 ２９

㈠
　令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　
　収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡
　令
和
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　
　収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢
　そ
の
他

会
　
　長 

山
路
　義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

瀬
戸
　啓
一

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

小
川
　弘
吉

 

（
Ｓ
五
四
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　事 

渡
辺
　政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　事 

庄
司
　正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　事 

浅
野
　芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　問 

藤
倉
　知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　問 

本
郷
　貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

市
川
　敬
行 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

遠
藤
　俊
樹 （
元
校
長
）

参
　
　与 

長
田
　晃
明 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

勝
部
　宏
明 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　葵 （
教
職
員
）

◆
東
京
同
窓
会 

◆
仙
台
支
部

◆
落
合
支
部 

◆
吉
岡
支
部

◆
大
衡
支
部 

◆
吉
田
支
部

◆
宮
床
支
部 

◆
粕
川
支
部

◆
富
谷
支
部
　◆
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◆
大
谷
支
部 

◆
利
府
支
部

◆
大
松
沢
支
部 

◆
松
島
支
部

◆
鶴
巣
支
部 

◆
栃
木
県
人
会

　七
月
二
十
六
日
㈯
午
前
十
一
時
よ
り
町
内

の
遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同
窓
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
よ
り
長
田
晃
明
校
長
、

佐
々
木
寛
征
教
頭
、
佐
々
木
美
幸
事
務
室
長

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　始
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
長
田
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況

報
告
を
兼
ね
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
則
に
従
っ
て
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
よ
り
令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

も
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
親
会
は
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

進
み
、
昔
懐
か
し
い
学
生
時
代
の
話
題
や
黒

川
地
域
の
最
近
の
変
化
、
さ
ら
に
は
後
輩
達

の
活
躍
の
話
題
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後

は
、
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

４月８日㈪
６月14日㈮
６月15日㈯
６月16日㈰
７月27日㈯

 ８月27日㈫
９月７日㈯
11月16日㈯

11月30日㈯

12月７日㈯

２月28日㈮
　３月１日㈯

３月26日㈬

入学式
学校助成（陸上部東北大会出場）
評議員会
落合支部総会
同窓会総会
吉田支部環境整備
多賀城・七ヶ浜支部総会
仙台支部総会
東京同窓会総会
学校助成（高校生ロボット相撲
全国大会出場）
学校助成（全日本ロボット相撲
全国大会出場）
同窓会入会式，支部長会議
卒業式
同窓会報　第68号発行
監査・役員会

黒川高校　体育館
福島とうほう・みんなのスタジアム
同窓会館
遠藤旅館
遠藤旅館
舘山公園
多賀城市中央公民館会議室
ホテル白萩
上野　翠鳳

ビッグパレット福島

東京両国国技館

黒川高校　体育館、同窓会館
黒川高校　体育館
2,200部印刷（中村印刷）
黒川高校 同窓会館

１　会　　　費
　

１）終身会費

２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費
　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

826,000

826,000

648,122
878

1,475,000

760,000

760,000

648,122
154

1,408,276

△ 66,000

△ 66,000

0
△ 724

△ 66,724

@2,000×415名（１名未納）
 R5 分 3,000×１名                        
転学者返金代
@３年 8,000×５名
@２年 5,000×５名
@１年 2,000×３名

利息

300,000
120,000
180,000
80,000
50,000
30,000
780,000
250,000
280,000
10,000
240,000

200,000
120,000
80,000
5,110

0
100,000
9,890

1,475,000

81,148
34,432
46,716
15,412
4,704
10,708
351,878
140,000
141,178
7,700
63,000

126,985
110,985
16,000
6,000

0
100,000

0
681,423

△ 218,852
△ 85,568
△ 133,284
△ 64,588
△ 45,296
△ 19,292
△ 428,122
△ 110,000
△ 138,822
△ 2,300

△177,000

△ 73,015
△ 9,015
△ 64,000

890
0
0

△ 9,890
△ 793,577

ハガキ、送料、事務用品他
役員、事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行、郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (3)、陸上東
北大会、ロボット全国大会助成

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】1,408,276－【支出合計】681,423＝【差引残額】726,853
（次年度へ繰り越し）

【令和７年度　収支予算書（案）】

【令和６年度　収支決算報告書】　

【令和６年度　同窓会事業報告】

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

令和６年度（昨年度） 令和７年度（令和８年１月13日現在）

■過去２年間の進路状況

■主な進路先

就 職
66

4

94.3

公 務 員
６

0

100

大学・短大
15

0

100

専門学校
18

0

100

そ の 他
2

2

50

合 計
107

6

94.7

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

公務員合格者数（延べ人数）

1
1
4
6

宮城県警察
大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生

合　計

職　種 計

卒 業 生 の 進 路 状 況

就 職
92

0

100

公 務 員
3

0

100

大学・短大
16

0

100

専門学校
38

0

100

そ の 他
0

2

0

合 計
149

2

99

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

専修・各種学校合格者数（延べ人数）

仙台リハビリテーション専門学校
仙台スイーツ＆カフェ専門学校
SENDAI中央理美容専門学校
仙台大原簿記情報公務員専門学校
専門学校東北動物看護学院
仙台ECO動物海洋専門学校
仙台ビューティーアート専門学校
仙台理美容専門学校
仙台医健スポーツ専門学校

県

　内

計専修・各種学校
1
2
1
1
2
2
2
2
3
16合　計

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

小野光商事株式会社
株式会社SEALs
株式会社インテライズ

1
2
1
4
66

縁
　故

令和七年度 同窓会総会

収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引

※ただし科目間の流用を認めるものとする
1,493,000 1,493,000 0

（単位：円）

1
1

宮城県立仙台高等技術専門校
合　計

大学校・高等技術専門校 計
大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

県
　内

1
1

1

1

1

1
6
1
1

東北大蔵電気 株式会社
アイリスオーヤマ 株式会社 
株式会社 王将フードサービス 
(餃子の王将) 
株式会社 パンセ
アルプスアルパイン株式会社 
仙台開発センター (古川) 
株式会社 薬王堂

セントラル警備保障株式会社
県 内 計

県 外 計
県
外

仙 台 計

仙

　台

株式会社 仙台村田製作所 
株式会社 ヒメノ
東北発電工業 株式会社
東北電力ネットワーク 株式会社
株式会社 三浦組
医療法人 明徳会
青葉デンタルクリニック
株式会社 紀生
株式会社 利久
西濃運輸 株式会社 仙台支店
日本ファインセラミックス 
株式会社
仙台臨海鉄道株式会社
TOPPANパッケージ
プロダクツ株式会社仙台工場
仙台ガスサービス株式会社

2
1
1
1
1

1

1
1
1

3

1

1

1
16

事 業 所 名 計就職内定者数（実数）

株式会社 コバヤシ 東北工場
株式会社 イズミテクノ
トヨタバッテリー株式会社 宮城工場
日本テクノカーボン 株式会社
ラクダ運輸 株式会社
トヨタ紡織東北 株式会社
株式会社ワイ·デー ·ケー 宮城工場
株式会社 キタセキ
公益財団法人 宮城県環境事業公社
グローテック株式会社
ワールド開発工業 株式会社 
仙台営業所
白石食品工業株式会社 仙台工場
株式会社 信和
山田車体工業 株式会社 仙台工場
トヨタ自動車東日本 株式会社
トーカロ 株式会社
アイシン高丘東北 株式会社
仙台小林製薬 株式会社
株式会社 バイタルネット
宮城物流センター
スズデン株式会社
宮城建設工業 株式会社 富谷支店
ＣＫＤ 株式会社
株式会社 Ｃ＆Ｄ
JU宮城 宮城県中古自動車販売
商工組合
株式会社 ササキ 宮城本部
社会福祉法人　みんなの輪
諸星運輸株式会社

事 業 所 名

管

　内

管  内  計

2
2
2
1
1
1
2
1
1
1

1

2
1
2
4
1
1
1

1

1
2
2
1

1

2
1
1
39

計

令和8年（2026年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和8年（2026年）３月1日発行

看護系学校合格者数（延べ人数）

葵会仙台看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

合　計
1
1

大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北福祉大学
仙台大学
宮城学院女子大学
東北工業大学 
石巻専修大学
國學院大學

大　学

県

　内

計

合　計

3
1
1
1
2
1
1
10

県
外

合　計
県
外

2
1
1
1
5

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学
仙台青葉学院短期大学
福島学院大学短期大学

県   

内

計短 期 大 学 等
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同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
を
ご
健
勝
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
同
窓
会
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
母
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
変

化
な
ど
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ
り
、
家
庭
は
安
ら

ぎ
の
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、
心
豊
か
に
、

他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
や
社
会
的
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
、
健
康
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
窓
会
活
動
を
通
し
て
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
及
び

向
上
を
図
り
、
母
校
の
教
育
事
業
を
支
援
す

る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、

お
互
い
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
し
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、副
会
長
と
し
て
、公
平
公
正
を
旨
と
し
、

開
か
れ
た
同
窓
会
運
営
に
努
め
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
は
、
今
後
と
も
母
校
な
ら
び
に
同
窓
会

に
対
し
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

と
笑
顔
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
報
に
も
お
目
通
し
い
た
だ

き
、
ご
意
見
や
ご
叱
咤
を
賜
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
今
年
度
よ
り
着
任
し
ま
し
た
長
田
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
十
人
の
先
生
方
が

新
た
に
チ
ー
ム
黒
高
に
加
わ
り
ま
し
た
。
我
々

教
職
員
一
同
、
生
徒
の
た
め
学
校
の
た
め
に
精

一
杯
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
創
立
以
来
、
校
訓
「
公
正
・

友
愛
・
開
拓
」
の
黒
高
３
Ｆ
精
神
の
も
と
、

人
間
性
に
富
み
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
切
な

人
財
の
育
成
を
目
指
し
様
々
な
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
は
、
昭
和

二
十
四
年
の
同
窓
会
発
足
以
来
、
常
に
本
校

教
育
活
動
を
温
か
く
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
普
通
科
七
十
二
人
、

機
械
科
二
十
七
人
、
電
子
工
学
科
二
十
三
人
、

環
境
技
術
科
十
一
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
三

百
八
十
三
人
の
全
校
生
徒
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
校
で
の
高
校
生
活
に
お
い
て
、
学

習
活
動
だ
け
で
は
な
く
生
徒
会
や
学
校
行
事
、

部
活
動
、
地
域
連
携
活
動
及
び
資
格
取
得
な

ど
と
い
っ
た
様
々
な
経
験
を
と
お
し
て
、
単

に
知
識
や
技
能
・
技
術
を
習
得
す
る
に
留
ま

ら
ず
、
時
代
を
担
う
魅
力
あ
る
人
間
へ
と
成

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
徒
の
活
動
状
況
と
し
て
、
全
国
高
等
学

校
文
化
連
盟
（
全
国
高
文
連
）
第
四
十
回
全

国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
俳
句
部
門
入

選
、
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
溶
接

部
門
東
北
大
会
出
場
、
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
大
会
２
０
２
５
決
勝
全
国
大
会
出
場
な
ど
、

各
部
等
に
お
い
て
生
徒
達
は
活
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
他
に
、
地
域
貢
献
型
活
動
と

し
て
、
ト
ヨ
タ
東
日
本
と
の
小
学
生
対
象
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
、大
和
町
と
の
橋
梁
点
検
、

ま
ほ
ろ
ば
夏
ま
つ
り
出
展
、
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
和
町
議
会
と
の
ま

ち
づ
く
り
企
画
、
環
境
技
術
科
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
生
徒

達
は
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
全
て
の
問
題
を
学
校

や
教
育
行
政
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
様

な
生
徒
を
誰
一
人
と
も
取
り
残
す
こ
と
が
な

い
よ
う
地
域
社
会
と
連
携
・
協
働
し
、
生
徒

と
地
域
社
会
が
つ
な
が
っ
た
課
題
発
見
解
決

型
学
習
等
の
探
究
的
な
学
び
な
ど
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
情
報
を

集
め
選
択
し
、
知
識
を
活
用
し
、
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
を
見
つ
け
た
り
、

資
質
を
伸
ば
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
本
校
教
育
活
動
へ
の
御
理
解
、
御
協

力
及
び
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の

御
隆
盛
、
並
び
に
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご 

挨 

拶

黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
副
会
長
　
小
川

　弘
吉

　
令
和
八
年
度
は
、
六
月
に
拡
大
役
員
会
、
七
月
最
終
土
曜
日
に
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
黒
川
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
同
窓
会

の
欄
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓
会
報
に
つ
い
て
は
、
そ

ち
ら
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
は
各
支
部
の
中
で
配
付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
住
所
等
を
登
録
し
な
い
会
員
も

お
り
、
各
支
部
で
会
報
の
配
付
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
自
宅

へ
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
送
料
百
十
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返

信
用
封
筒
を
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
級
会
開
催
の
案
内

（
日
程
・
問
い
合
わ
せ
先
等
）
や
同
級
会
の
報
告
、
叙
勲
の
情
報
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
様
式
は
不
問
で
す

◉「
氏
名
、
卒
業
年
、
住
所
、
電
話
、
掲
載
し 

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

◉
連
絡
方
法
…
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◉
連
絡
先
…
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会
　
事
務
局
長
　
勝
部
　
宏
明

　 

〒
九
八
一‒

三
六
八
五
　
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
柴
崎
六
二

【
電
　
話
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
一

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
二

事
務
局
　
三 

浦
　
　
葵

　
事
務
局
と
し
て
こ
の
後
も
よ
り
読
み
や

す
い
紙
面
の
作
成
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
報
に
つ
い

て
ご
要
望
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
支
部
の
様
子

だ
け
で
な
く
、
同
級
会
の
お
知
ら
せ
や
、

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和六年度の教職員の異動

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

同
窓
会
報
の
配
付
方
法
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

ご 

挨 

拶校 

長
　
長
田

　晃
明

編
集
を
終
え
て

転
出
職
員
（
職
・
氏
名
・
異
動
先
）

校
　
　長

　遠
藤
　俊
樹
（
退
　
　
　
　職
）

教
　
　頭

　熊
谷
　
　崇
（
県
第
二
工
業
高
）

教
　
　諭

　梶
原
雄
一
郎
（
富
　 谷 

　高
）

教
　
　諭

　松
平
恵
美
子
（
泉
　
　
　
　高
）

教
　
　諭

　村
上
　
　誠（
県 

工 

業 

高
）

教
　
　諭

　持
立
　由
奈（
名 

取 

北 

高
）

実
習
講
師

　鈴
木
　庸
明（
古
川
工
業
高
）

主
任
主
査

　佐
尾
　恭
子（
県 

図 

書 

館
）

事
務
次
長

　小
野
寺
　愛
（
広
　 瀬
　 高
）

主
　
　事

　清
野
　純
平（
県 

教 

育 

庁
）

転
入
職
員
（
職
・
氏
名
・
前
任
校
）

校
　
　長
　長
田
　晃
明

（
総
務
部
私
学
・
公
益
法
人
課
）

主
幹
教
諭
　八
島
　俊
直
（
仙
台
三
桜
高
）

教
　
　諭

　天
野
　綾
子（
宮
城
第
一
高
）

教
　
　諭

　早
坂
　和
真
（
迫
　 桜
　 高
）

教
　
　諭

　伊
藤
　拓
馬（
新 

規 

採 

用
）

実
習
講
師

　澁
谷
　克
彦（

登
米
総
合
産
業
高
）

事
務
次
長

　佐
々
木
英
樹
（
富
　 谷
　 高
）

主
　
　幹

　渡
邊
　い
と
（
泉
　
　
　
　高
）
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